
令和７年度

子どもたちの自己肯定感を涵養する
授業づくり支援事業

ーモデル校及びモデル地域の取組からー



自己肯定感の涵養につながる
３つのポイント

自己肯定感

達成感

他者との

かかわり

自己受容
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自己受容

自分の長所だけでなく短所も含めた
自分らしさや個性等、ありのままの
自分をかけがえのない存在として肯
定的にとらえる事が大切です。

効果的な取組

◉過程や努力を認める「勇気づけ」のかかわり

くわな特別支援学校「勇気づけ」

◉相手意識を持った「聞く・話す」活動

加茂小学校「聞き名人」「話し名人」

◉人権が尊重される授業づくり

久居高等学校「思考や発言を尊重」
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◉ポジティブ行動支援の考え方を生かした実践

白子中学校「プロセスを認める教師の関わり」



達成感

自らの力の向上に向けて努力すること
で得られる「できた」「わかった」と
いう達成感や、「誰かの役に立てた」
「自分も寄与できた」という社会や他
者に対して、何らかの形で貢献できて
いるという実感を得る事が大切です。

◉生徒の自律をうながす「プレゼンの機会」の設定

中部中学校「四日市のまちづくり探究」

効果的な取組

◉ 「授業シート」を活用した全員が「わかる」授業づくり

名張高等学校「取組課程や成果を認める声かけ」

◉学ぶ意欲につながる単元を見通した主題設定

朝日中学校「リフレクション課題」

３

◉「できた」「わかった」を増やす授業づくり

飯南中学校「スモールステップによる成功体験」



他者との
かかわり

子どもたち同士や教職員と子どもた
ちとの関わり合いなど多様な他者と
交わる活動や多様な体験活動をとお
して自己肯定感の涵養を図ることが
大切です。

効果的な取組

◉異学年交流、感謝を伝える機会の設定

くわな特別支援学校「くわなかまプロジェクト」
「ありがとうの花」

◉対話で学びを深める授業づくり

朝日小学校「発言をつなぎ、子どもたちをつなぐ」

◉小中連携で取り組む地域貢献活動

入鹿小学校・入鹿中学校「丸山千枚田保存活動」
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全体結果（子ども）
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全体結果（教職員）
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全体結果（子ども）
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ウェルビーイングの要素

ウェル
ビーイング

幸福感
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モデル校及びモデル地域の取組から見えて
きたウェルビーイングの向上つながる取組

〇相手意識を持った
「聞く・話す」活動

〇コミュニケーション力を
育てるアクティビティ

・友達との関係性
・教師によるサポート

幸福感

協働性

〇対話で学びを深める
授業づくり

〇生徒の自律をうながす
「プレゼンの機会」の設定

・多様な他者と協働し
た学び

・課題解決型学習
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〇ポジティブ行動支援

〇小中連携で取り組む
地域貢献活動

・学習環境
・家庭環境
・地域とのつながり

〇異学年交流 ・社会形成への主体的
な参画

・キャリア教育
・主権者教育

サポートを受け
られる環境

社会貢献意識

モデル校及びモデル地域の取組から見えて
きたウェルビーイングの向上つながる取組
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〇地域探究学習

〇小中連携で取り組む
地域貢献活動



個人と社会のウェルビーイングの実現

ウェル
ビーイング

幸福感

自己肯定感

協働性

社会貢献意識

サポートを受け
られる環境

自己実現

多様性への理解

利他性

学校や地域での
つながり

心身の健康
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